
 

 

 

  

いよいよ今年度も残すところ一か月となりました。新しい学年へ進級したり、進学したりと環境の変

わる時期です。体調に気を付けて、今年度の締めくくりを迎えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月 

３日（月） 

～１４日（金） 
個人面談週間 【個人面談について】 

＊日時については、担当者とご相談ください。 

お時間は 15～20分程度です。 

＊面談の際に後期の評価を入れた指導経過報告書

をお渡しする予定です。お子さんの頑張ったこと

やできるようになったことをご確認いただき、 

お子さんへの温かい言葉掛けをしていただけれ

ばと思います。今後の課題を共有し、来年度の目

標へとつなげていくためのものになります。 

１４日（金） 後期指導終了 

  

練 馬区立 南町小 学校  ことば の教 室 

TEL／FAX （３９９３）４５００ 教室直通 

教室だより NO.６    令和７年３月 1 日 

来年度の通級時間は Google フォームで時間割の希望調査をとります。また、ことばの

Class roomに登録がお済みでない方は、３月中に登録をお願いいたします。 

別途、お知らせを配りますのでご確認ください。 

① ４月７日（月） 始業式の日に担任の先生へ「通級希望調査書」をお渡し 

ください。 

   ※ ９日（水）までの返却をお願いしてください。 

 

② 10日（木）午前中までに 

「ことばの教室 Class room」へ通級希望を入力してください。 

 

③ 11日（金）に通級枠と担当者を 「ことばの教室 Class room」で配信 

します。 



 

 

 

2月 8日（土）に南町小学校にて、 吃音当事者で講演家の川村透先生より、 

「 ものの見方を変えてみませんか？  ～ハンディや失敗をプラスに変える方法～ 」 

と題してご講演いただきました。ものの見方を変えることで、物事の悪い面だけで 

なく、良い面もたくさん見えるようになることを、ご自身の経験を基にお話してくだ 

さいました。 

 当日は保護者の方だけでなく、お子さんも参加し、活発な意見交換もできました。 

ご参加いただいた皆様ありがとうございました。 

 

 

 保護者の方からお寄せいただいた感想の一部をご紹介します  
 

・吃音だからこそ出会える人や気付けること、学べること、感じられることを大切にし、親子共々前に

進んでいきたい。 

・保護者会に子供たち（吃音当事者）も参加して、（先生へ質問などを行い）すごく立派でした。 

・吃音について知る機会となりました。私も褒めてもらうことなく育ち、子供にマイナスなことを言い

がちなので、気を付けたいと思いました。 

・「ものの見方は自分で選べる」というお話がとても参考になりました。読み書きに苦労している娘に

対してより前向きな気持ちで伴走していこうと思えました。 

・ものの見方を変えることで人生が楽しくなりそうな気がしました。自分を認めることで他人にも優し

くできて、違いを活かせる世の中になればいいと思います。 

・ぜひ、子供たちに向けてお話をしていただけたらと思いました。＊複数ご意見をいただきました。 

・自分の困難さ特性をプラスに変えるには、まずは気付きが必要ですね。先生のお話から多くの気付き

がありました。己と他者を加点方式でみるのか？減点方式でみるのか？自分の子育てにはっとしまし

た。 

・自分は、物事を否定的に考えてしまうことが多くありますが、吃音をポジティブに考えるという言葉

を聞いて今までそのような発想がなかったのでとても素晴らしいなと思いました。これからは吃音を

ポジティブに考えてみようと思います。 

・川村先生の行動力とプラスに変える視点、とても勉強になりました。 

・子供にもすぐに怒ってしまうので、減点法で見るのではなく、加点法で見ていけるように努力したい

と思いました。自分にも子供にも優しくなる人生にしたいです。 

・先生が「決められたこと」を話すのが苦手というお話で子供が音読が苦手な理由が分かりました。 

・まずは、親の私が吃音にもいい面があるよね。と認識を変えていきたいと思いました。 

・自分の子供の吃音についてマイナスで考えてどうすれば治るのだろうと悩んでいました。先生のお話

を聞き、息子にも自分にもプラスの方をたくさん考えてみたいと思いました。 

・家族も同じようにポジティブに関わることで“何かのせい”ではなく、その子の経験としてプラスに変

えることができたらなと思います。 


